
　

２
０
２
５
年
２
〜
３
月
や
２
０
２
６
年
の
１
〜

２
月
に
は
林
野
火
災
を
報
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
林
野
火

災
の
多
く
が
火
の
不
始
末
な
ど
の
人
為
的
原
因
に

よ
る
も
の
で
す
が
、「
林
野
火
災
の
発
生
リ
ス
ク

が
高
い
の
は
ど
の
よ
う
な
状
態
の
森
林
か
？
」
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
こ
で
は
、
森
林

の
状
況
や
気
候
条
件
と
林
野
火
災
発
生
リ
ス
ク
と

の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

林
野
火
災
で
は
最
初
に
地
面
の
落
葉
や
落
枝

（
林
床
可
燃
物
）
が
燃
え
始
め
ま
す
。
充
分
に
湿
っ
て

い
る
林
床
可
燃
物
は
燃
え
に
く
い
状
態
で
す
が
、

雨
の
降
っ
て
い
な
い
日
に
は
、森
林
の
地
面（
林
床
）

に
届
く
太
陽
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
林
床

可
燃
物
か
ら
水
分
が
蒸
発
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
林
床
可
燃
物
は
次
第
に
乾
燥
し
て
い
き
、
や

が
て
燃
え
や
す
い
状
態（
可
燃
状
態
）と
な
り
ま
す
。

　

森
林
に
降
り
注
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
日
射
量
）
の

   

林
野
火
災
発
生
リ
ス
ク
の

評
価

林
野
火
災
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
の
は

ど
の
よ
う
な
状
態
の
森
林
か

う
ち
、
樹
木
の
葉
や
枝
に
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
地
面
ま
で
到
達
す
る
も
の
の
割
合
を
「
相

対
日
射
率
」
と
い
い
ま
す
。
葉
の
量
（
葉
量
）

が
少
な
い
場
所
で
は
相
対
日
射
率
が
大
き
く
な

り
、
林
床
可
燃
物
は
早
く
乾
燥
し
ま
す
。
ま
た
、

林
床
可
燃
物
が
20
％
以
上
の
水
分
を
含
ん
で
い

相対日射率と、充分に湿った林床可燃物が可燃状態にまで乾燥するのに要する日数の目安

日
）
も
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
葉
量

の
多
い
森
林
で
は
林
野
火
災
リ
ス
ク
が
低
い
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
森
林
で
ど

の
程
度
の
相
対
日
射
率
で
あ
る
の
か
、
雨
の
降

ら
な
い
日
が
何
日
続
く
と
充
分
に
湿
っ
た
林
床

可
燃
物
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
る
ま
で
乾
燥

森林総研の最新研究

森
林
総
合
研
究
所
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● 林床に達する日射エネルギーが多い
● 林床可燃物が乾燥しやすい
● 林野火災発生危険度は高い）

樹冠が閉鎖した森林 樹冠に隙間のある森林

●林床に達する日射エネルギーが少ない
●林床可燃物が乾燥しにくい
●林野火災発生危険度は相対的に低い

（林床可燃物の含水比２０%以上では燃焼しない）

る
と
燃
え
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
総
合
研
究
所
で
は
、樹
冠
面
で
の
日
射
量
、

降
水
量
と
相
対
日
射
率
の
デ
ー
タ
か
ら
林
床
可
燃

物
の
含
水
状
態
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
モ
デ

ル
を
開
発
し
ま
し
た
。
あ
る
地
面
の
真
上
に
あ
る

葉
の
総
面
積
が
、
そ
の
地
面
の
面
積
の
何
倍
で
あ

る
か
を
示
す
「
葉
面
積
指
数
」
の
増
加
に
つ
れ
て

相
対
日
射
率
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
森

林
で
は
林
床
可
燃
物
か
ら
の
水
分
の
蒸
発
が
抑
制

さ
れ
、
年
間
で
の
林
野
火
災
発
生
危
険
日
（
林
床

可
燃
物
の
水
分
量
が
20
％
よ
り
も
少
な
く
な
る

 葉量と相対日射率、林野火災発生危険日数の関係
（玉井・後藤、２０１７）

葉量の違いが林床可燃物の燃えやすさに及ぼす影響
（森林保険センター・森林総合研究所、２０２０）
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左
の
地
図
は
、
林
床
可
燃
物
の
含
水
状
態
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
林
野
火
災
発
生
危
険
日

林
野
火
災
発
生
リ
ス
ク
の

地
域
性

　

今
回
は
林
野
火
災
発
生
リ
ス
ク
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。
林
野
火
災
は
風
が
強
い
時
ほ
ど
、
燃

え
方
が
激
し
く
な
り
、
あ
る
い
は
広
範
囲
に
燃
え

広
が
り
や
す
く
な
っ
て
、
被
害
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
森
林
で
、
風
が
強
い
時
に
被
害

が
大
き
く
な
り
や
す
い
の
か
、
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
す
。

お
わ
り
に

相対日射率が２０％程度の森林（２０年生のスギ・ヒノキ林）

相対日射率３％程度の森林（５０年生のスギ・ヒノキ林）

林野火災発生危険日数の推定値を示した地図
（森林保険センター・森林総合研究所、２０２０）
実際に存在している森林ではなく、同じ相対日射率を持った　　
森林が一様に存在していると仮定した場合の危険日数。

相対日射率５０％程度の森林（落葉している広葉樹林）

す
る
の
か
、
を
示
し
て
い
ま
す
。
新
植
地
や
落
葉

し
て
い
る
広
葉
樹
林
と
い
っ
た
葉
量
が
ほ
と
ん
ど

な
い
相
対
日
射
率
50
％
の
森
林
で
は
、
わ
ず
か
３

日
で
林
床
可
燃
物
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
る
ま

で
乾
燥
し
ま
す
。
一
方
、
50
年
生
以
上
の
ス
ギ
林

の
よ
う
な
葉
量
の
多
い
相
対
日
射
率
３
％
の
森
林

で
は
、
燃
え
や
す
い
状
態
に
乾
燥
す
る
ま
で
60
日

程
度
を
要
し
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
12
月
〜
２
０
２
５
年
３
月
や
２
０

２
５
年
12
月
〜
２
０
２
６
年
１
月
は
、
太
平
洋
岸

な
ど
の
広
い
範
囲
で
降
水
量
が
極
端
に
少
な
い
状

態
で
し
た
。
本
来
な
ら
林
床
可
燃
物
が
滅
多
に
燃

え
や
す
い
状
態
に
ま
で
乾
燥
し
な
い
よ
う
な
葉
量

の
多
い
森
林
に
お
い
て
す
ら
、
こ
の
期
間
で
は
燃

え
や
す
い
状
態
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
５
年
２
〜
３
月
と
２
０
２
６
年
１
〜
２
月
に

大
規
模
な
林
野
火
災
が
発
生
し
た
の
は
、
直
前
の

１
，
２
か
月
の
間
に
お
い
て
極
端
に
降
水
量
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
葉
量
が
多
く
相
対
日
射
率
の
低

い
林
分
を
含
め
、
流
域
全
体
の
様
々
な
林
分
で
林

床
可
燃
物
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。

の
日
数
を
示
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
に
相
対
日

射
率
が
20
％
の
森
林
が
一
様
に
存
在
し
て
い
る
と

仮
定
し
た
状
態
で
気
象
条
件
で
あ
る
日
射
量
と
降

水
量
の
み
の
影
響
に
よ
る
危
険
日
数
の
推
定
値
で

す
。
１
９
９
５
〜
２
０
１
６
年
に
お
け
る
22
年
間

の
平
均
値
で
あ
り
、
葉
量
な
ど
森
林
の
状
態
に

よ
る
影
響
は
含
み
ま
せ
ん
。
関
東
平
野
の
北
部
、

東
海
地
域
、
瀬
戸
内
沿
岸
に
発
生
危
険
日
数
の
多

い
地
域
が
広
く
み
ら
れ
ま
す
。
日
射
量
と
降
水
量

か
ら
み
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
冬
季
に
雨
が

降
ら
な
い
時
期
が
あ
る
こ
と
が
原
因
で
、
潜
在
的

に
林
野
火
災
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
地
域
と

い
え
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
こ
の
３
地
域
の
森
林
の
状
態
を
勘

案
す
る
と
、
関
東
平
野
の
北
部
で
は
葉
量
の
多
い

ス
ギ
林
な
ど
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

森
林
で
は
相
対
日
射
率
が
低
く
な
り
ま
す
。
一
方

で
、
瀬
戸
内
沿
岸
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
マ
サ

土
を
主
と
す
る
土
壌
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

森
林
が
広
く
分
布
し
、
東
海
地
域
で
は
瀬
戸
内
沿

岸
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
、
マ
サ
土
が
一
部
分
布

し
て
お
り
、
瀬
戸
内
沿
岸
に
あ
る
森
林
と
関
東
平

野
の
北
部
に
あ
る
森
林
が
混
在
し
て
い
る
森
林
に

な
っ
て
い
ま
す
。
マ
サ
土
を
主
と
す
る
土
壌
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
森
林
で
は
、
葉
量
の
多

い
森
林
に
ま
で
成
長
し
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、

相
対
日
射
率
が
高
い
森
林
と
い
え
ま
す
。
瀬
戸
内

沿
岸
地
域
が
林
野
火
災
の
頻
発
す
る
地
域
の
一
つ

と
言
わ
れ
る
の
は
、
葉
量
や
日
射
量
・
降
水
量
な

ど
の
状
況
か
ら
林
床
可
燃
物
の
乾
燥
が
進
み
や
す

く
、
林
野
火
災
発
生
危
険
日
が
多
い
森
林
が
広
く

分
布
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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